
2つの接着性モノマーが、
新たな可能性をもたらします。
2つの接着性モノマーが、

新たな可能性をもたらします。
貴金属・非貴金属はもちろん、新たにジルコニアにも強固に接着。メタルプライマーZは、新規チオリン酸エステル系モノマー
「MDTP」とリン酸エステル系モノマー「MDP（10-methacryloyloxydecyl dihydrogen phosphate）」を配合しました。

ジーシー メタルプライマー Z
貴金属/非貴金属/ジルコニア用接着性プライマー

ジルコニアクラウン メタルセラミックス（貴金属合金） メタルクラウン（金合金）

前装冠フレーム（金銀パラジウム合金） 金属床義歯フレーム（コバルトクロム合金） 増歯（コバルトクロム合金）



※色調は印刷のため、現品と若干異なることがあります。
※掲載の価格とジーシー研究所測定の参考データは、2015年6月現在のものです。
※価格は希望医院価格です（価格には消費税は含まれておりません）。
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ご使用に際しては、必ず製品の
添付文書をお読みください。
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貴金属/非貴金属/ジルコニア用接着性プライマー

ジーシー メタルプライマー Zジーシー メタルプライマー Z

NEW

金属接着性プライマーは“メタルプライマーＺ”へ

● 金属床義歯の作製及び補修
● レジン前装冠等の作製及び補修
● 修復物
　（金属やアルミナ又はジルコニアと歯科接着用レジンセメントとの接着）
● 金属コアとの接着

【使用目的又は効果】

貴金属には、新開発のチオリン酸エステル系モノマー「ＭＤＴＰ」の効果により高い接着強さを発揮します。また、「Ｇ-プレ
ミオ ボンド」に配合されているリン酸エステル系モノマー「ＭＤＰ」※1の採用により、非貴金属への接着性も向上しました。

ジーシーの金属接着性プライマー「メタルプライマーⅡ」が大きな進
化を遂げました。「MDP」※1の合成技術を応用することで、新しいチ
オリン酸エステル系モノマー「MDTP（10-methacryloyloxydecyl 
dihydrogen thiophosphate）」を開発。貴金属へのより高い接
着性を実現しました。また、新たにリン酸エステル系モノマー
「MDP」※1を配合することで、非貴金属はもちろん、ジルコニア
にも強固に接着。ジルコニアクラウン、メタルセラミックスの接
着、レジン前装冠、義歯の製作・修理など接着補綴臨床の新た
な可能性を広げます。

貴金属・非貴金属への高い接着強さ特長1

「MDP」※1を配合することで、近年、急速に普及して
いるジルコニア修復物とレジンセメントを強固に接
着します。

新たにジルコニアとの接着性を付与特長2

「メタルプライマーＺ」は従来品で溶媒として採用して
いたＭＭＡモノマーをエタノールへ変更。ニオイも少
なくなりました。これにより、術者はもちろん患者さん
も口腔内リペアーなどが快適に行えます。

気になるニオイを抑え
術者も患者さんも快適診療

特長3

金属接着性モノマー「ＭＤＴＰ」と「ＭＤＰ」※1の構造式

■ 引張り接着強さ試験 （サーマルサイクル5,000回後）
金銀パラジウム合金と硬質レジンオペークの接着
キャストウェルM.C.金12％（※2） ー ディアーナオペーク
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金合金とレジンセメントの接着
キャスティングゴールドタイプⅣ （※2）ー リンクマックス
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コバルトクロム合金と常温重合レジンの接着
コバルトキャスト（※2） ー ユニファストラボ
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ジルコニアとレジンセメントの接着
Aadva Zr（※3） ー レジンセメント：リンクマックス
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※１：「10-methacryloyloxydecyl dihydrogen phosphate」の物質名です。
※2：サンドブラスト処理
※3：♯1500耐水研磨処理
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※「メタルプライマー Z」の塗布にはディスポーザブルアプリケー
ターや筆（No.７）をご使用ください。また、他の製品との筆の混用は
避けてください。




